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令和７年度 緊急時対応マニュアル 

江戸川区立瑞江第二中学校 
 

全てに優先して生徒の安全を確保することを基本方針として以下のように対応する。 

 

１ 事故発生時 

事故発生 

 

第一発見者 

 

応急処置 
（養護教諭等） 

※救命アクションカードを 

使用する 
（職員室キーボックスの下に 

あります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 ・付添は複数人が望ましい 

                                 ・状況報告をこまめに学校へ 

                                 ・事故発生から時系列で状況 

                                  や対応を記録する 

 

                                 【報告】 

                                 ・校長及び副校長    

                                 ・関係教職員 

                                 ・全教職員 

 

 

 

 

      ※生徒の事後の経過を引き続き観察していく。（担任・養護教諭等） 

 

（１） 事故の原因、発生後の措置等についての問題点を明確にして事故の再発予防と安全管理・安全の 

徹底を図る。 

（２） 事故に対する外部からの問い合わせ、取材等に対しての窓口は校長・副校長のみとする。 

（３） 保護者に対して日本スポーツ振興センターによる給付金について十分に説明し、養護教諭が必要

な手続きを行う。（入院時の個室差額費用等 負担が多くなることもある） 

校長・副校長に連絡 

① 原因・状況調査 

（担任または学年所属） 

② 生活指導主任へ連絡 

状況により関係諸機関

へ連絡 

医療機関へ連絡 

（状況により 119 番通報） 
・原則として、首から上の事故に

ついては医療機関を受診。 

・頭部、呼吸困難、心臓発作、脊

髄・内臓損傷の疑いがある 

 場合は医師や救急隊員の指示を

待つ。（AED 使用も考える） 

・必要であれば LIVE119 も活用

する 

保護者へ連絡 
・事故発生状況、学校の対応

状況を正確に伝える。 

・応急処置済みであることを

伝える。 

・病院の指定希望の確認（急

を要する場合は搬送先を伝

える）。 

・保険証を持参するよう依頼

する。 

経過観察 
・教室で観察 

・保健室で観察 

・帰宅させて観察 

 （自力・保護者迎え・ 

 教員付添） 

☆保護者へ連絡 

医療機関へ移送 
・緊急時は救急車を要請 

・付添は養護教諭、担任等 

・保健調査票 

診察・治療 
・保護者とともに医師より診断

結果、今後の指示等を聞く 

学校に連れて帰る ・自宅へ送り届ける 

・保護者の付添で帰宅する 

入院する 

【設置場所】 

AED:正門付近 

担架：保健室前 
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生徒の安全確保 

全校放送・副校長または主幹教諭 

（放送等ができない場合は授業者または近くの教員が指示をする） 
① 第一次措置 

・教室では机の下に避難させる。校庭や体育館では中央に集める。 

・ガラス（窓など）や棚等の危険物から離れさせる。 

・出口の確保をする。 

 ☆安全が確認された場合は授業を再開する。 

② 第二次措置 

・避難場所（校庭）に授業者が先頭で誘導する。（カバン等で頭部を保護） 

・「おさない」「かけない」「しゃべらない」「もどらない」の基本動作の徹底。 

・人員点呼 担任→学年主任→副校長 

・生活指導主任は避難場所（校庭）で誘導にあたる。 

 ☆東京湾に津波警報が発令された場合は３・４階に避難する。 

  警報が解除されるまで待機する。 

２ 地震発生時 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ③第二次措置後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ☆広域避難場所（篠崎公園 江戸川緑地一帯）への避難開始は、公共機関の避難命令及び 

      学校長の判断による。 

     ④その他 

      ・生徒の状況については、tetoru 及び HP にて通知する。 

      ・地震警戒宣言に伴う事前措置及びそれが発せられた場合の対応については区教育委員 

       会の指示に従う。 

 

３ 火災発生時 
   ・火災発生箇所に応じて、より安全な避難経路により速やかに校舎外に避難する。 

   ・校内体制については、別に定める「消防計画 第４章 自衛消防活動対策」による。 

 

４ 台風・洪水・火山噴火・他自然災害発生時 
   ・最新情報をもとに、区教育委員会の指示を受けながら状況に応じて対応する。 

震度５強以上 

（１）学校待機 

原則として保護者引き取り 

※ 引き渡しカード 

（２）避難所開設 

   区の指示により教職員は 

開設準備。 

災害等の情報収集 

学区域の安全性の確認（近隣小学校と連携）  

その後行政と連携し、学校長の判断で措置

をとる。 

 

地震発生 

震度５弱以下 
（１） 原則として下校させる。 

  ・地区別に教員が引率して一斉下校をさせる。 

  ・可能であれば地区班長は学校に帰宅の確認の 

   電話をする。 

（２） 火災や崩落等で危険であると判断した場合

は学校で待機させる。 
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５ 不審者対応 
   ・登下校時を除き、生徒入口を原則常時閉門とする。早退するときは、中央玄関からとする。 

不審者侵入の場合は状況に応じて生徒を広く安全な場所に避難させ、110 番通報するとともに 

不審者には職員が対応する。状況に応じて集団下校させる場合もある。 

年度当初に、現場急行班，生徒掌握班，関係機関への連絡を明確にしておく。 

 

 

不審者対応マニュアル 
 

不審者 

 

 

 

第１発見者 

 

 

 

 

 

校長・副校長に連絡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<関係機関等連絡>  

副校長 

（生活指導主任）      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場急行 

（１年）＊男性教員 

（２年）＊男性教員 

（３年）＊男性教員 

（６組）＊男性教員 

 

生徒掌握 

（１年）＊女性教員 

（２年）＊女性教員 

（３年）＊女性教員 

（６組）＊女性教員 

〈救 護〉 

養護教諭 

報道機関対応 

校長・副校長 

統括 

学校長 
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６ 本校の現状及びリスクの把握 

   

本校は、江戸川区の東に位置している。海抜 0ｍである。 

校舎は昭 40 年に建設されたもので、平成 10 年に耐震工事が完了している。校舎付近には住宅

地密集地、南側には商店街があるため、地震後の火災の有無を確認したうえで下校指示を出す必

要がある。また近くには都営新宿線の瑞江駅があり、バス停も近いことから、避難所開設の際は、

多くの避難者が来校することが予想される。 

 

 

  

生徒数  

教職員数 全校生徒 

406 名 

第１学年   130 名 

第２学年   139 名 

第３学年   137 名 

 

29 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の現状（令和 7 年 4 月 30 日現在） 

○学校の立地 

 ・海抜    0 ｍ（江戸川区ハザードマップにより津波浸水区域） 

 ・交通   校舎の東側に 瑞江駅西通り（京成バスの停留所あり） 

      校舎の西側に 椿通り（京成バスの停留所在り） 

      校舎の南側徒歩 6 分のところに都営新宿線瑞江駅 

・公園   校舎から西 70ｍ先にみずえの森公園がある 

○自然的環境 

 ・校舎の南 7ｋｍに東京湾が広がっている 

 ・校舎の西 1ｋｍに新中川が流れている 

○社会的環境 

 ・学区全体的に戸建ての住宅が多い 

 ・学区の東側は住宅が多く、商店街もある 

 ・学区の南側は工場地帯で、化学工場や清掃工場がある 

 ・学区の西側は公園が多く、また土手があるので家族連れで遊ぶ姿が多くある 

○校舎       昭和  40 年建設 ※平成 10 年耐震補強工事 

○登校時刻     午前  8 時 00 分～  8 時 30 分 

○下校時刻     午後 15 時 45 分～ 

○昇降口      西昇降口：1～2 年生  東昇降口：3 年生 

○登下校時の環境 ・校舎正門、西門から登下校 

         ・南門は緊急時のみ使用 

学校の立地環境 
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７ 救命アクションカードを活用した救急体制 

 

1 事前の準備 

 ①全教員が『第一発見者』カードをネームプレート等に入れ、常に携帯し、緊急時に対応できるようにしておく。 

②主な教室に『緊急です！』カードを置き、応援者を集められるようにする。 

 ③救命アクションカードを職員室(キーボックス下)に常備しておく。 

 ④AEDの場所(正門横)、緊急バックの場所(保健室)を確認しておく。 

２ 実際の活用フロー 

 A 事故発見 ①状況把握し、応援要請をする。  B 応援要請 ②職員室にカードをもって知らせに行かせる 

                                                 または③携帯電話で職員室にかける  

 

 

 

 

 

 

 

 

状況把握    手当て         ④すぐに駆け付ける ⇒緊急バック・AEDの用意 

 

 

                            

                                   ⇒救命アクションカードを持参する 

 C 現地に合流し、リーダーが救命アクションカードを配り各自役割を果たす 

                   ①傷病者の確認 クラス・姓名・性別 

②役割は予め決めておく リーダー；学年主任、生活指導主任、主幹 

                               家庭連絡；学級担任、責任者、学年 など 

                     ※人が限られるときは、これらを基本に臨機応変に自分から名乗る。 

                   ③１年に１回以上、基本的な研修と、シミュレーション研修を行い、 

どんな状況でも対応できる ようにしておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

倒れた教室 


